
ヒ
メ
ユ
リ

　
日
本
原
産
の
品
種
で
濃
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
上
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。他

の
ユ
リ
と
比
較
す
る
と
小
ぶ
り
で
可
愛
ら
し
く
、

花
が
星
形
に
開
く
こ
と
か
ら「

ス
タ
ー
・
リ
リ
ー

(star lily)」と
の
英
名
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
（
2
0
2
3
）

８
月

№
2
2
2

令
和
５
年
（
2
0
2
3
）

８
月

№
2
2
2



９月から建設工事が始まります

広報 つのちょう ２

新 本庁舎の実施設計が完了

　昨年、９月にまとめた「津野町新本庁舎建設基本設計」に基づき、構造や設備、使用する
材料などの詳細な設計を取りまとめた「津野町新本庁舎建設実施設計」が完了しました。
　今後は、工事業者を決定し、今年９月に着工、令和６年１２月に完成予定です。

本庁舎の実施設計が完了
９月から建設工事が始まります

　昨年、９月にまとめた「津野町新本庁舎建設基本設計」に基づき、構造や設備、使用する
材料などの詳細な設計を取りまとめた「津野町新本庁舎建設実施設計」が完了しました。
　今後は、工事業者を決定し、今年９月に着工、令和６年１２月に完成予定です。

▲新庁舎イメージ▲新庁舎イメージ

◆計画概要 ◆スケジュール

◆これまでの経緯と取り組み

建 設 地　津野町永野225番地1

　　　　　（かわうそ自然公園駐車場敷地内）

敷地面積　8,699.53㎡

延床面積　2,982.15㎡

構　　造　混構造（RC造・鉄骨造・木造）

階　　数　地上３階建て

　現本庁舎は、建物の老朽化やバリアフリー対策及び耐震性の不足、土砂災害特別警戒区域に指定
されているなどさまざまな問題を抱えております。これらの課題を解決し、災害時における防災拠
点機能の維持と、住民サービスの向上を図るとともに、行政事務の効率化などを図るため、新しい
本庁舎の整備に取り組んできました。 

■
平
成
31
年
４
月

　
本
庁
舎
の
改
修
・
増
築
の
検
討
開
始

■
令
和
２
年
６
月

　
本
庁
舎
敷
地
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

  

︵
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
︶
に
指
定
　

　
移
転
新
築
も
含
め
再
検
討
開
始

■
令
和
３
年
９
月
〜
10
月

　
本
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
第
１
回
〜
第
３
回
︶

■
令
和
３
年
11
月

　
本
庁
舎
整
備
住
民
説
明
会
①(

建
設
地
・
規
模)

■
令
和
３
年
12
月

　
津
野
町
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想
策
定

■
令
和
４
年
３
月

　
津
野
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
改
正
議
決

  

﹁
永
野
４
７
１
番
地
１
﹂
を
﹁
永
野
２
２
５
番

　
地
１
﹂
に
改
め
る

■
令
和
４
年
４
月
〜
９
月

　
津
野
町
新
本
庁
舎
建
設
基
本
設
計
策
定

■
令
和
４
年
10
月

　
新
本
庁
舎
基
本
設
計
住
民
説
明
会
②

■
令
和
４
年
11
月
〜
令
和
５
年
６
月

　
津
野
町
新
本
庁
舎
建
設
実
施
設
計
策
定
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◆設計コンセプト

■建設工事の開始について

・防災拠点としての機能を十分に備え、災害時にも業務
 が継続できる設計としています。
・ユニバーサルデザインなど誰もが利用しやすい工夫を
 しています。
・町民が身近に感じ、気軽に立ち寄れる庁舎となるよう
 町民の憩いの場となる待合ホールを設置しています。

■　安心安全で町民が利用しやすい庁舎■　安心安全で町民が利用しやすい庁舎

・省エネ技術を取り入れ、維持管理がしやすい材料を使用
 し、経済的で長く使い続けられる設計としています。
・太陽光発電等で創り出したエネルギーと自然エネルギー
 を活用することで、建物のエネルギー消費量を削減します。
・屋根には断熱性能のあるCLTを使用し、全体として積極的に
 町産材を使用するなど、木の温かみを感じる空間づくりをする
 とともに、木材利用の促進を図ります。

■　経済性に優れ、維持管理と環境に配慮した庁舎■　経済性に優れ、維持管理と環境に配慮した庁舎

・執務室空間は壁を無くし、課の編成に容易に対応できる
 フレキシブルな空間としています。
・来庁者の利便性向上や職員の業務効率化など、デジタル
 化の推進を図りやすい設計としています。

・執務室空間は壁を無くし、課の編成に容易に対応できる
 フレキシブルな空間としています。
・来庁者の利便性向上や職員の業務効率化など、デジタル
 化の推進を図りやすい設計としています。

■　機能的・効率的な庁舎■　機能的・効率的な庁舎

▲外観図

▲待合ホール▲待合ホール

▲議場▲議場

※写真はイメージです

■配置図■配置図

　令和5年９月から新本庁舎の建設工事が

始まります。工事期間中は、仮囲いをし安

全に十分に配慮をして工事を行う予定で

す。工事車両が出入りするなど周囲の皆さ

まにはご迷惑をおかけしますが、ご理解と

ご協力をお願いします。

　また、公園駐車場が一部利用できなくな

るため、公園利用者の方にはご不便をおか

けしますが、よろしくお願いします。

　　　　　　　　（総務課　鍋島　奨太）

・省エネ技術を取り入れ、維持管理がしやすい材料を使用
 し、経済的で長く使い続けられる設計としています。
・太陽光発電等で創り出したエネルギーと自然エネルギー
 を活用することで、建物のエネルギー消費量を削減します。
・屋根には断熱性能のあるCLTを使用し、全体として積極的に
 町産材を使用するなど、木の温かみを感じる空間づくりをする
 とともに、木材利用の促進を図ります。

▲外観図

・防災拠点としての機能を十分に備え、災害時にも業務
 が継続できる設計としています。
・ユニバーサルデザインなど誰もが利用しやすい工夫を
 しています。
・町民が身近に感じ、気軽に立ち寄れる庁舎となるよう
 町民の憩いの場となる待合ホールを設置しています。
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防
災
い
ろ
は
︻
８
月
号
︼

〜
災
害
発
生
後
の
防
犯
活
動
〜

　
災
害
発
生
後
に
起
き
る
犯
罪

は
概
ね
３
パ
タ
ー
ン
で
す
。﹁
①

避
難
所
で
起
こ
る
盗
難
や
暴
力
﹂

﹁
②
避
難
所
生
活
に
よ
り
自
宅

の
留
守
を
狙
っ
た
盗
難
﹂﹁
③

家
屋
等
の
修
繕
で
の
高
額
請
求

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
装
っ
た
詐

欺
﹂。

　
津
野
町
は
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
関
係
が
で
き
て
い
る
の
で
、

①
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
い
の
で

説
明
は
省
き
ま
す
。

　
②
留
守
宅
で
の
盗
難
で
重
要

な
の
は
、
集
落
ご
と
の
見
張
り

活
動
で
す
。
熊
本
地
震
で
、
あ

る
集
落
を
被
害
調
査
で
訪
れ
る

と
、
地
域
住
民
が
家
か
ら
出
て

き
て
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ

れ
る
と
盗
難
を
あ
き
ら
め
ま
す
。

見
知
ら
ぬ
人
が
い
た
ら
声
を
か

け
る
な
ど
﹁
地
域
全
体
で
見
張

っ
て
い
る
﹂
姿
勢
を
見
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
③
復
旧
作
業
に
お
け
る
詐
欺

や
盗
難
は
２
パ
タ
ー
ン
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
張
り
を
依
頼
し
た
ら
法
外

な
お
金
を
請
求
さ
れ
る
高
額
請

求
。
こ
れ
は
複
数
の
業
者
か
ら

見
積
も
り
を
取
る
。
相
場
の
値

段
を
調
べ
、
情
報
を
交
換
し
て

お
く
こ
と
で
一
定
防
げ
ま
す
。

た
だ
し
、
需
要
と
供
給
の
関
係

で
通
常
の
相
場
よ
り
は
高
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
装
っ
た
盗
難
や
金
額
を
請
求

す
る
詐
欺
も
発
生
し
ま
す
。
発

災
後
は
各
地
か
ら
来
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
や
団
体
を
取
り
ま

と
め
る
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
﹂
が
立
ち
上
が
り
ま
す
が
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
津
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
設
置
し
、
そ
こ

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
つ
い
て

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は
、

﹁
土
砂
災
害
防
止
法
﹂
に
基
づ

き
、
高
知
県
が
調
査
し
、
区
域

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
は
、
土
砂
災
害
の

発
生
に
よ
り
被
害
が
予
想
さ
れ

る
区
域
に
お
い
て
、
適
切
な
避

難
行
動
な
ど
の
土
砂
災
害
に
対

す
る
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
す
る

た
め
の
区
域
で
す
。

　
区
域
に
つ
い
て
は
﹁
高
知
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂﹁
津
野
町
防

災
マ
ッ
プ
﹂
や
下
記
の
お
問
い

合
わ
せ
窓
口
等
で
確
認
・
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内

に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
宅
の

建
替
や
増
築
の
際
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

【土砂災害警戒区域】

　土砂災害の恐れがある区域

【土砂災害特別警戒区域】

　建物が破壊され、住民に大きな

　 被害が生じる恐れがある区域

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内

　
　
　
　
に
か
か
る
規
制
等

　
◎
建
築
物
の
構
造
規
制

　
◎
建
築
物
の
移
転
勧
告

　
◎
特
定
の
開
発
行
為
に

　
　
　
　
　
対
す
る
許
可
制

﹁
土
砂
災
害
防
止
法
﹂
及
び

　
右
記
の
規
制
等
に
関
す
る

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

●
区
域
に
関
す
る
こ
と

　
・
高
知
県
防
災
砂
防
課

☎
0
8
8
‐
８
２
３
‐
９
８
４
５

　
・
高
知
県
須
崎
土
木
事
務
所

　
　
　
河
川
砂
防
建
設
課

☎
０
８
８
９
‐
42
‐
１
７
０
１

●
構
造
規
制
に
関
す
る
こ
と

　
・
高
知
県
建
築
指
導
課

☎
０
８
８
‐
８
２
３
‐
９
８
６
４

れ
ま
す
。
作
業
依
頼
に
基
づ
き

派
遣
す
る
の
で
、
い
き
な
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
来
る
前
に
連
絡
が
入
り

ま
す
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
さ
ず
に
直
接
支
援
す

る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、
連

絡
な
く
来
た
場
合
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
問
い
合
わ
せ
る
な

ど
し
て
く
だ
さ
い
。

◀
津
野
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
水
紀
夫

※
皆
さ
ま
の
お
住
い
の
地
域
で

の
防
災
活
動
︵
自
主
防
災
組
織

活
動
︶
な
ど
で
、
困
り
ご
と
や

課
題
な
ど
が
有
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
　
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
１

防
災
い
ろ
は
︻
８
月
号
︼

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課

危
機
管
理
室

　
　  

　
　
　
　
　
松
岡
　
大
道

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
１
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令
和
６
年
４
月
採
用
津
野
町
職
員
採
用
試
験
案
内

別表①

１
．採
用
予
定
日

　

令
和
６
年
４
月
１
日 （
月
）

２
．採
用
職
種
・
予
定
人
員

　
及
び
受
験
資
格︵
別
表
①
︶

３
．欠
格
事
項

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

 （
１
）  

日
本
国
籍
を
有
し
な
い

　

人

 （
２
）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

　

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

　

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

 （
３
）
地
方
公
共
団
体
職
員
と
し

　

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

　

当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を

　

経
過
し
な
い
人

 （
４
）
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以

　

後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又

　

は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

　

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

　

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加

　

入
し
た
人

４
．試
験
実
施
内
容
等

 （
１
） 

第
１
次
試
験︵
別
表
②
︶

　

令
和
５
年
９
月
17
日（
日
）

 （
２
） 

第
２
次
試
験　

　

10
月
下
旬
予
定

５
．受
付
期
間
及
び
時
間

　

令
和
５
年
８
月
１
日
（
火
）
か

ら
令
和
５
年
８
月
22
日
（
火
）
ま

で
の
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
。

　

郵
便
に
よ
る
お
申
し
込
み
は
、

封
筒
の
表
に「
採
用
試
験
受
験
」と

朱
書
き
し
簡
易
書
留
に
て
、
令
和

５
年
８
月
22
日
（
火
）
到
着
分
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

６
．提
出
書
類

 （
１
） 

職
員
採
用
試
験
申
込
書

　

役
場
本
庁
舎
総
務
課
及
び
西

庁
舎
介
護
福
祉
課
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。ま
た
、
津
野
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

　

(https://tow
n.kochi- 　

　

　
　
　
　
　
　
　

tsuno.lg.jp/

）

　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
請
求
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
信
用
封
筒
に
送
付
先
の
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
を
明
記
し
、84

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 （
２
） 

返
信
用
封
筒

　

受
験
票
の
送
付
先
を
明
記
し
、

　

404
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
。  

　
（
長
形
３
号
23.5
㎝×

12
㎝
）

 （
３
） 

受
験
票
用
の
写
真

 （
４
） 

職
種
の
免
許
証
（
合
格
証

　

明
書
）の
写
し

　

見
込
み
の
方
は
取
得
後
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

〒
７
８
５-

０
２
０
１　

 

高
知
県
高
岡
郡
津
野
町
永
野

 　

４
７
１-

１　

 

津
野
町
役
場
総
務
課　
　
　
　

☎
０
８
８
９
‐
55
‐
２
３
１
１

別表②

※民間企業等における職務経験とは、ICT・情報処理（システムの設計、開発、運用、保守等）

に関わる業務で、週 35 時間以上の勤務時間で就業していた期間が該当します。また、職務経

験が複数の場合は通算できますが、１年以上継続して就業していたものに限ります。

※一般行政職②の一次試験に合格した方は、二次試験の際に「職歴（在職）証明書」を提出し

ていただきます。
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地域応援商品券　配付のお知らせ

見本

　
津
野
町
地
域
応
援
商
品
券
の
取
り
扱
い
店
舗
は
継
続

的
に
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
店
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
促

進
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
は
津
野
町
内
に
店
舗
や
事
業
所
等
を
有
す

る
事
業
者
で
、
津
野
町
商
工
会
に
備
え
付
け
の
申
込
書

で
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

︻
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
津
野
町
商
工
会
︵
津
野
町
永
野
４
７
９
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
０
３
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
17
時

取
り
扱
い
店
舗
　
追
加
募
集
中
！

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
﹂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
津
野
町
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
登
録
事
業
者
が

35
件
、
合
計
約
160
品
の
返
礼
品

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
全
国
の
皆
さ
ま
か

ら
総
額
約
１
，
５
５
０
万
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
寄
附
金

は
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
﹂
に

登
録
す
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
仕
組
み
を
使
っ
て
日
本
全
国

に
商
品
の
P
R
が
で
き
、
販
路

拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
録
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
関
心
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

返
礼
品
に
登
録
す
る
た
め
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

▶
津
野
町
に
は
ど
ん
な
返
礼
品

　
が
あ
る
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

　
各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
チ
ェ

　
ッ
ク
！

　
近
年
の
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂

は
昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響

か
、
日
常
生
活
で
使
用
す
る
返

礼
品
が
多
く
選
ば
れ
る
傾
向
に

あ
る
よ
う
で
す
。
﹁
ど
う
せ
選

ば
れ
な
い
﹂
﹁
大
し
た
商
品
じ

ゃ
な
い
﹂
と
決
め
つ
け
ず
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

﹁
津
野
町
商
品
開
発
支
援
事
業

費
補
助
金
﹂
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
８
月
の

回
覧
又
は
津
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　

　
　
片
岡
昌
梓
・
高
橋
恵
津
子

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

1位

2位

3位

4位

5位

四万十紅茶（秀平農園）

大わらじの里　宮谷　玄米（瑞穂ファーム）

四万十源流木工ヒノキのまな板（四万十源流木工）

栗の渋皮煮5瓶セット（ほっか菜しまさき）

大わらじの里　宮谷　五分搗き胚芽米（瑞穂ファーム）

令和４年度の津野町返礼品上位５品（件数順）

使用期限：令和６年１月15日（月）
※使用期限を過ぎた場合は使用できません。

　新型コロナウイルス感染拡大により原油価格や電

気・ガス料金を含む物価の高騰の影響を強く受けて

いる町民の生活支援および町内の事業者支援と地域

経済の活性化を図るため、町内の店舗等で使用でき

る地域応援商品券を対象者に配付します。

　世帯員全員の商品券を世帯主宛てにゆうパックで

準備が整い次第、令和５年８月より発送します。

【商品券の金額】

　町民一人あたり

　　６千円分（500円×1２枚つづり　1冊）

【対象者】

　津野町に住民登録のある方（令和５年７月１日時点）

【配付方法】

　Ａ４定形外封筒（ゆうパック）でお送りします。

　到着後は、必ず中身をご確認ください。

※ゆうパックを受け取れなかった場合、一定期間

　　は郵便局で保管し、保管期限を過ぎた場合は役

　　場で受け取りの手続きが必要になります。

商品券の詳細については下記までご連絡ください。

【お問い合わせ先】　

　まちづくり推進課　☎55-2311
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津
野
町
フ
ァ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

﹁
T
S
U
N
O
応
援
団
﹂
新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
！

　
　
　
高
知
県
﹁
相
続
お
し
か
け
講
座
﹂

T
S
U
N
O
応
援
団
は
、
町

内
・
町
外
在
住
を
問
わ
ず
、
津

野
町
を
応
援
し
た
い
方
や
愛
着

が
あ
る
方
が
集
ま
り
、
皆
で
津

野
町
を
応
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
す
。

　
現
在
、
新
規
入
会
者
を
対
象

に
、
5
，
0
0
0
円
相
当
の
津

野
町
の
特
産
品
が
あ
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
入
会

く
だ
さ
い
。

︻
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
︼

令
和
５
年
６
月
21
日(

水)

か
ら

令
和
５
年
８
月
20
日(

日)

ま
で

︻
対
象
者
︼

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

T
S
U
N
O
応
援
団
に
新
規
入

会
さ
れ
た
方
。

︻
入
会
方
法
︼

　
津
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登

録
フ
ォ
ー
ム
又
は
登
録
申
込

書
。

※

登
録
申
込
書
は
、
本
庁
舎
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
及
び
西
庁
舎

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
南

　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
１

　
空
き
家
を
取
得
す
る
原
因
で
最

も
多
い
の
が
﹁
相
続
﹂
で
す
。
相

続
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
正
し
く
手
続

き
が
な
さ
れ
、
適
切
に
管
理
︵
又

は
将
来
的
に
処
分
︶
で
き
る
基
盤

を
整
え
る
こ
と
が
、
空
き
家
対
策

の
第
一
歩
で
す
。

　
そ
こ
で
高
知
県
で
は
、
空
き
家

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
司

法
書
士
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る

﹁
相
続
お
し
か
け
講
座
﹂
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

︻
相
続
お
し
か
け
講
座
と
は
︼

　
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
自
治
会
な
ど

の
地
域
の
集
ま
り
︵
お
お
む
ね
20

人
以
上
︶
に
、
司
法
書
士
が
講
師

と
し
て
お
伺
い
し
、
相
続
や
遺
言

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
い

た
し
ま
す
！
︵
費
用
無
料
︶

■
テ
ー
マ
﹁
相
続
と
遺
言
の
は
な

し
﹂
講
座
時
間…

90
分
︵
講
座
60

分
、
質
疑
応
答
30
分
︶

■
主
な
内
容…

相
続
や
遺
言
の
基

本
ル
ー
ル
や
必
要
な
手
続
き
、
相

続
登
記
申
請
の
義
務
化
な
ど
に
つ

い
て

■
対
象
と
な
る
集
会
等

ご入会はこちらから！

「お洗慶さま 七夕まつり」開催案内

4年ぶりに「お洗慶さま 七夕まつり」を通常開催します！子どもから大人まで楽

しんでいただきたく、北川クラブが中心となって準備を進めています。みなさんぜ

ひ、お誘いあわせのうえ、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　【お問い合わせ】北川クラブ 会長 又川孝寛　☎090-4789-2760

日時：8月13日(日) 16：30～21：00（終了予定）

場所：北川地区高齢者交流センター「大藤館」周辺

催し：笹見踊り、奉納相撲、北川クラブバンド演奏、花火、その他出店など

・
高
齢
者
向
け
の
サ
ロ
ン
な
ど

︵
主
催
者…

社
会
福
祉
協
議
会
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
︶

・
地
域
の
自
治
会
、
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
の
集
会
な
ど

■
開
催
日
時

　
原
則
、
平
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
︵
終
了
︶
の
間
　

※

土
日
祝
日
の
開
催
に
つ
い
て

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
申
込
方
法
︼

　
津
野
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
で
申
込
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
・
提
出
先
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
南

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
１



★★★　予防接種のお知らせ　★★★

広報 つのちょう ８

★★★　予防接種のお知らせ　★★★

　お子さんの予防接種は順調にお済みでしょうか？　追加接種等、期間があいて未接種のものが
ないか母子手帳を確認してみてください。もし接種していないものがございましたら、対象年齢
の内に接種するようにお願いします。

夏休みを利用して予防接種を受けましょう！
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連
続
テ
レ
ビ
小
説

　
　
﹁
ら
ん
ま
ん
﹂

ド
ラ
マ
ポ
ス
タ
ー
巡
回
展
　

　
　
　
　
　
　
in
津
野
町

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ら
ん
ま

ん
﹂
︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︶
の
ド
ラ
マ
ポ

ス
タ
ー
巡
回
展
を
開
催
し
ま

す
。

　
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
や
あ
ら

す
じ
な
ど
の
紹
介
の
ほ
か
、

︿
総
合
テ
レ
ビ
﹀
平
日
午
後
６

時
台
の
﹁
こ
う
ち
い
ち
ば
ん
﹂

内
で
放
送
し
て
い
る
﹁
博
士
の

ま
な
ざ
し
﹂
を
上
映
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

　
多
く
の
方
が
た
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

︻
日
時
︼
令
和
５
年
８
月
８
日

︵
火
︶
〜
８
月
20
日
︵
日
︶

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

︻
会
場
︼
津
野
町
役
場
西
庁
舎

　
１
階
ロ
ビ
ー

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
戸
田
　
こ
の
実

　
　
　
　
　
　
☎
62
‐
２
２
５
８

【お問い合わせ先】 健康福祉課（里楽）　井上　沙耶または保健師　☎55-2151
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令和５年度女性がん検診（集団）のお知らせ

【検診日程】

【検診料】

総合健診でお配りした、未使用の検尿容器、大腸がん検診の採便容器を返却してください

　令和５年度の総合健診が終了しました。申し込みしていたが、受診できずに未使用

の検尿容器・採便容器をお持ちの方は里楽または西庁舎に返却をお願いします。

既に開封された採便容器につきましては、窓口返却時に容器代330円を集金させ

ていただきますのでご了承ください。

　【お問い合わせ先】　　健康福祉課（里楽）　嶋﨑　祐　☎55-2151

【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）　井上　沙耶　☎55-2151
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令和5年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ

　今年度の定期接種の対象となる方へは、3月下旬にご案内を郵送させていただいてお

ります。

　過去に高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種を受けていない、今年度中に65歳、70歳、

75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる方が対象です。

【助成対象期間】

　令和５年４月１日（土）〜令和６年３月31日（日）まで

【接種の手順】

　・印鑑を持参し、総合保健福祉センター里楽、役場本庁窓口または役場西庁窓口へお申し込み　　

　　ください。申請書に記入していただき、予診票をお渡しいたします。

　（家族等の代理申請も可能です。持参するもの：代理申請者の印鑑）

【自己負担額】

　・課税・非課税世帯・・・2,000円をご負担ください。（助成額6,655円）

　・生活保護世帯・・・接種費用は全額町が助成します。（助成額8,655円）

（接種前に上記の窓口で、自己負担免除証明書の交付申請をしてください）

【お問い合わせ先】　 健康福祉課（里楽）　　井上　沙耶または保健師　☎55-2151

令
和
５
年
度
津
野
町
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
津
野
町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
々
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、
世
帯
主
の
方
あ
て
に
７
月

上
旬
か
ら
順
次
書
類
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
世
帯

　
次
の
①
、②
を
満
た
す
世
帯

①
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
５
年
６
月
１
日
時
点
に
お

　
い
て
津
野
町
住
民
基
本
台
帳
に

　
記
録
さ
れ
て
い
る
者

②
所
得
要
件︵
ア
ま
た
は
イ
︶

　
ア…

令
和
５
年
度
分
の
住
民
税

　
　
　
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

　
　
　
　︵
住
民
税
非
課
税
世
帯
︶

　
イ…
令
和
５
年
中
の
収
入
が
減

　
　
　
少
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当

　
　
　
の
収
入
と
な
っ
た
世
帯
　

　
　
　
　
　
　︵
家
計
急
変
世
帯
︶

◇
支
給
対
象
者

　
対
象
世
帯
の
世
帯
主

◇
支
給
額

　
１
世
帯
あ
た
り
　
３
万
円

　︵
１
回
限
り
︶

◇
手
続
き
に
つ
い
て

　
次
の
①
、②
、③
で
手
続
き
内
容

　
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

①﹁
支
給
の
お
知
ら
せ
﹂
が
届
い
た

　
世
帯

↓
原
則
、手
続
き
不
要
で
す
。

※

口
座
の
変
更
や
支
給
の
辞
退
を

　
す
る
場
合
は
、
お
知
ら
せ
に
記
載

　
の
期
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

②﹁
確
認
書
﹂、﹁
申
請
書
﹂が
届
い
た

　
世
帯

↓
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
提
出
後
、
内
容
を
確
認
し
、
該
当

　
の
世
帯
に
支
給
し
ま
す
。

︻
提
出
期
限
︼

　
令
和
５
年
８
月
31
日︵
木
︶

③﹁
家
計
急
変
世
帯
﹂
に
該
当
す
る

　
世
帯

↓
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

︻
提
出
期
限
︼

　
令
和
６
年
１
月
31
日︵
水
︶

◇
支
給
時
期

　
町
が
支
給
可
能
と
判
断
し
て
か

　
ら
約
30
日
後

◇
支
給
方
法

　
原
則
、
町
に
登
録
の
あ
る
口
座
へ

　
の
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
　
町
民
課
　
太
田
　
明
宏

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
４

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
７
月
の
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
﹂
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
７

月
３
日(

月)

、
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
町
内
の
保
護
司
か

ら
津
野
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
役
場
本
庁
舎
前
に

懸
垂
幕
を
設
置
す
る
な
ど
し
、
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
と
も

に
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
支
え
る
、
明
る
い
地
域

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
　

　
　  

︵
町
民
課
　
中
山
　
美
紀
︶
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全
国
一
斉
﹁
こ
ど
も
の
人
権
相
談
﹂

　

強
化
週
間

〜
大
丈
夫
い
つ
で
も

　
　
　
　
　
き
か
せ
て
君
の
声
〜

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校
に

お
け
る
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お
け

る
児
童
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権

問
題
解
消
に
向
け
、
次
の
と
お
り

﹁
こ
ど
も
の
人
権
相
談
﹂
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
相
談
時

間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
土
・
日

も
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま

た
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学

校
や
家
庭
、
友
達
関
係
の
悩
み
ご
と

な
ど
、何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
実
施
期
間
︼

令
和
５
年
８
月
23
日
︵
水
︶
か
ら
　

　
　
　
　

８
月
29
日
︵
火
︶
ま
で

︻
受
付
時
間
︼

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

︻
開
設
場
所
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

︵
土
・
日
は
高
松
法
務
局
人
権
擁
護

部
︶

︻
電
話
番
号
︼

こ
ど
も
の
人
権
110
番

０
１
２
０
︵
０
０
７
︶
１
１
０

※

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

︻
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
︼

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
検
索
で
、

　
﹁

s
n

s
jin

k
e
n

s
o
u
d
a
n

﹂
を

友
だ
ち
登
録

︻
取
扱
内
容
︼

い
じ
め
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
・

中
傷
、
体
罰
、
児
童
虐
待
等
の
こ
ど

も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

︻
そ
の
他
︼

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８
‐
８
２
２
‐
３
５
０
３

愛 の 献 血

と　き　　９月５日（火）

時間と場所

  9：30～ 11：00  役場西庁舎

13：00～ 14：00  役場本庁舎

15：00～ 16：30

総合保健福祉センター「里楽」

【お問い合わせ先】

健康福祉課（里楽）

　　　井上　沙耶

　　 ☎55‐2151

＼職員がご自宅等へ申請サポートに伺います／

マイナンバーカード

出張申請 随時受付中‼

ご希望の方は町民課まで

お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　町民課 ☎55-2314

障
害
福
祉
に
関
す
る
調
査

　
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　
今
年
度
、
障
害
者
計
画
・
障

害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計

画
策
定
の
た
め
、
対
象
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
記
入

後
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
、
８
月

日
︵
金
︶
ま
で
に

ポ
ス
ト
に
投
函
を
お
願
い
し
ま

す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
河
上
　
桐
也

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
１
５
１

25

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

津野町救急ボランティアが発足して９月９日（救急の日）で10年になります。

記念講演や感謝状の贈呈等を行います。ご近所お誘いあわせの上、ご来場くだ

さい。

　　日時：９月９日（土）午後６時30分～７時30分

　　場所：津野町役場本庁舎２階多目的ホール

　　内容：１.杉本和彦指導医師によるリモート講演

　　　　　２.杉ノ川診療所　青木啓祐指導医師による講演

　　　　　３.救急ボランティアの経過報告

　　　　　４.高幡消防組合　中平消防長ご挨拶・感謝状贈呈

【お問い合わせ先】津野町救急ボランティア事務局　大﨑　芳章　☎090-8693-6041

津野町救急ボランティア発足１０年記念イベント開催

＠

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

  

︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
西
村
　
琴
美
︶

【お問い合わせ先】
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有料道路における障害者割引制度について
（1） 対象者

　　①　障害者ご本人が運転される場合

　　　　身体障害者手帳の交付を受けられているすべての方。

　　②　障害者ご本人以外の方が運転され、障害者ご本人が乗車される場合

　　　　身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの重度の方。

　　　　（身体障害者手帳：第 1 種、療育手帳：A1・A2 の方）

（2） 対象自動車の範囲

　　登録できる自動車は障害者 1 人につき 1 台までです。

　　①　自家用　　　※事業用は対象外

　　②　所有者の氏名（個人名義のみ）

　　◇所有者の氏名の範囲

　　　→本人、配偶者、直系血族およびその配偶者、兄弟姉妹およびその配偶者ならびに同居の親族等。

　　　　※障害者ご本人以外の方が運転され、障害者ご本人が乗車される場合で、該当の方が　　　　

　　　　　自動車を所有していない時は、障害者本人を継続して日常的に介護している方

　　　※令和 5 年度より、ETC 登録を利用しない場合に限り、車両の ”登録無し”が追加になりました

（3） 割引金額　　通常料金の半額（ただし ETC 時間帯割引との重複適用はありません）

（4） 割引有効期間

　　　申請した日から 2 回目の誕生日

　　までです。

　　　割引有効期間内に、更新手続きを

　　お願いいたします。

（5）利用方法

　　◇ETCを利用されない場合

　事前に手続きをされた身体障害者手帳または

療育手帳を、高速道路の料金所で係員に掲示

すると割引されます。

◇ETCを利用される場合

　事前に手続きをされた自動車でETCレーンを

通行すると割引されます。

※必ず、有料道路 ETC 割引登録係より手続

き完了の通知が届いてから通行してください。

（6）申請時に必要な書類

　　◆ETCを利用されない場合

① 身体障害者手帳または療育手帳

② 自動車検査証または軽自動車届出済証

③ 運転免許証（障害者ご本人が運転される場合）

◆ETCを利用される場合

① 身体障害者手帳または療育手帳

② 自動車検査証または軽自動車届出済証

③ 運転免許証（障害者ご本人が運転される場合）

④ ETC カード（障害者ご本人名義のもの）

⑤ ETC 車載器の管理番号が確認できるもの

　（ETC 車載器セットアップ申込書・証明書等）

申請受付は、津野町総合保健福祉センター里楽、津野町役場西庁舎の 2 ケ所となっております。

ご不明な点は下記までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）　高橋　真梨菜　　☎55-2151

　自動車登録番号や車載器の管理

番号、ETCカードの番号等に変更

があった場合は必ず変更手続きを

お願いします。

　変更手続きをしないと　　　　

通常の金額で精算されます。
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オ
レ
ン
ジ
コ
ラ
ム

〜
認
知
症
と

　 

と
も
に
い
き
る
〜

　
６
月
14
日
、
認
知
症
基
本

法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

基
本
法
は
名
称
に
も
あ
る

よ
う
に
、
国
は
一
人
ひ
と
り

が
、
当
事
者
の
意
識
を
も
っ

て
、
支
え
合
う
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
法
案
の
基
本
理
念

を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

①
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
の
意
向
を
尊
重
す
る
。

②
認
知
症
の
理
解
が
深
ま

り
、
ご
本
人
が
、
地
域
で
尊

厳
を
も
っ
て
共
生
す
る
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

③
認
知
症
の
人
の
意
向
を

尊
重
し
、尊
厳
を
保
ち
な
が

ら
、
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
。

　
そ
の
他
に
、
家
族
等
へ
の

❖
﹃
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
﹄

の
成
立

支
援
、
認
知
症
に
関
す
る
普

及
啓
発
や
研
究
、
医
療
や
介

護
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
就

労
等
の
関
連
分
野
に
お
い

て
総
合
的
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

❖
暮
ら
し
づ
ら
さ
を
考
え
る

　
で
は
、
認
知
症
の
方
の
暮

ら
し
に
変
化
は
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
左
︵
青
枠
︶

は
、
認
知
症
の
方
を
対
象
に

し
た
全
国
調
査
の
抜
粋
で

す
。

　
外
出
に
制
限
が
出
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
社

会
参
加
や
人
と
の
交
流
の

機
会
が
減
る
こ
と
に
よ
る
、

孤
独
感
や
不
安
感
は
、
認
知

症
の
症
状
の
進
行
に
影
響

を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
な
暮
ら

し
の
変
化
は
、
認
知
症
だ
け

で
な
く
、
加
齢
や
病
気
、
ケ

ガ
等
に
よ
る
、
身
体
機
能
の

低
下
に
よ
っ
て
も
、
同
様
に

起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　
で
は
つ
づ
い
て
、
認
知
症

の
方
が
必
要
と
し
て
い
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
？
︵
黒

枠
︶

　
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を

続
け
る
た
め
に
必
要
な
も

の
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
配
慮

と
も
い
え
ま
す
。と
同
時
に
、

高
齢
の
方
や
子
ど
も
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
、
誰
に
も
必

要
な
も
の
と
も
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

❖
認
知
症
に
や
さ
し
い
町

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
生
活
を
、
で
き
る

限
り
続
け
る
た
め
に
何
が

必
要
か
、
認
知
症
の
人
の
支

援
を
考
え
る
な
か
に
、
多
く

の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
当
事
者
さ
ん
の
言
葉
で

す
。﹁
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何

も
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
わ
か
っ

た
こ
と
で
、
自
分
は
自
分
ら

し
く
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。﹂

　﹃
自
分
ら
し
く
﹄
を
お
互

い
に
応
援
で
き
る
町
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

︵
津
野
町
地
域
包
括

  

　
　
　   

支
援
セ
ン
タ
ー

　  

池
　
香
・
山
﨑
　
亜
倫
︶

〜参考資料・認知症の人にやさしいまちづくりガイドより〜

・・社会参加の機会の減少・・

○友人と会う機会が減った……69.2％

○買い物に行く機会が減った…67.8%

○外食に行く機会が減った……60.1% 等

・・・社会参加が減少した理由・・・

○ATM の操作が難しい…………………… 43.５％

○適切な駅やバス停を探すことが難しい…50.7％

○電話や携帯など通信機器を使うことが難しい

　　　　　　　　　　　　　　　　  …43.5% 等

〜参考資料・認知症の人にやさしいまちづくりガイドより〜

・・もっと暮らしやすくなるためには？・・

○店で商品選びや支払いを手助けしてくれる…66％

○安心して利用できる店や機関の認定、紹介 … 65%

○行き先（バス停や駅等）についたら知らせてくれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…60.1% 等

　
年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、
年
金
に

関
す
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
容
易
に
見
つ
け
ら
れ
る

た
め
に
、
厚
生
労
働
省
が
作
成

し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は

自
分
の
日
常
生
活
の
中
の
シ
ー

ン
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
や
、
年

金
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け
使

わ
ず
に
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ

る
解
説
で
シ
ン
プ
ル
に
説
明
し

て
お
り
、
年
金
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
探
せ
る

﹁
入
口
﹂
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

年
金
ポ
ー
タ
ル
へ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア

ド
レ
ス
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｍ
ｈ
ｌ

ｗ
．
ｇ
ｏ
．
ｊ
ｐ
／
ｎ
ｅ
ｎ
ｋ

ｉ
ｎ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
／

年
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が

す
ぐ
に
探
せ
る﹁
年
金
ポ
ー
タ
ル
﹂

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
日

頃
の
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
方
が
身
近
に
い
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
町

内
で
暮
ら
す
お
二
人
の
心

温
ま
る
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。A

さ
ん
は
、
得
意
な
裁
縫

で
B
さ
ん
の
作
業
着
を
直

し
ま
す
。
直
し
て
も
ら
っ
た

B
さ
ん
は
、
得
意
な
料
理
の

お
裾
分
け
を
A
さ
ん
に
し

ま
す
。

A
さ
ん
が
支
え
手
と
し

て
B
さ
ん
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
A
さ
ん
の
元
気
の

素
に
な
り
ま
す
。
お
二
人
は

互
い
に
﹁
自
分
に
で
き
る
こ

と
が
周
り
の
方
の
役
に
立

て
て
嬉
し
い
﹂
と
言
わ
れ
て

﹁
助
け
合
う
・
支
え
合
う
﹂こ
と

ー
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
ー

い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
活
動
で
得

る
充
実
だ
け
で
な
く
、
精
神

面
で
の
充
実
が
豊
か
な
暮

ら
し
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
以
前
は
、
家
族
や
地

域
で
困
り
事
が
あ
る
時
、
一

致
団
結
・
協
力
を
し
、
住
民

さ
ん
が
得
意
な
こ
と
を
活

か
し
て
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
日
常
的
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
津
野
町
で
も
、
身
近
な
助

け
合
い
の
輪
を
広
げ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

介
護
福
祉
課
　
橋
田
　
佐
智

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

川
上
　
真
理

　
　
　  

☎
62
‐
２
３
１
３

ご
存
知
で
す
か
？

津
野
町
在
宅
介
護
者
手
当

　
津
野
町
で
は
、
家
庭
に
お

い
て
常
時
介
護
を
要
す
る

方
の
、
介
護
者
を
応
援
し
、

そ
の
労
に
報
い
る
と
と
も

に
、
家
族
の
絆
を
深
め
、
介

護
負
担
の
軽
減
と
社
会
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
津
野
町
在
宅

介
護
者
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
、
支
給
額

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

津
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
を
在
宅
で
常
時
介
護
さ

れ
て
い
る
方

①
　
重
度
身
体
障
害
児
・

　
者
で
障
害
程
度
区
分﹁
4
﹂

﹁
5
﹂﹁
6
﹂
の
方
ま
た
は

　
相
当
程
度
の
方

②
　
重
度
知
的
・
精
神
障

　
害
児
・
者
で
障
害
程
度

　
区
分
﹁
4
﹂﹁
5
﹂﹁
6
﹂
の

　
方
、
ま
た
は
相
当
程
度
の

　
方

③
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　
で
要
介
護
認
定﹁
4
﹂﹁
5
﹂

の
方

●
支
給
額

月
額
１
０
，０
０
０
円

︵
月
10
日
以
上
在
宅
介
護
を

し
た
月
数
分
を
支
給
︶

●
支
給
月

年
2
回︵
9
月
、3
月
︶

●
申
請
書
類

①
　
申
請
書
︵
申
請
す
る
方

　
は
介
護
す
る
方
に
な
り

　
ま
す
︶

②
　
振
り
込
み
口
座
届
出

　
書
︵
介
護
す
る
方
本
人
の

　
口
座
︶

③
　
在
宅
介
護
者
手
当
に

　
関
す
る
意
見
書
︵
地
区
の

　
民
生
委
員
さ
ん
が
記
入
︶

④
　
左
記
の
い
ず
れ
か

　︿
介
護
を
受
け
て
い
る
方

が
…
﹀

・
重
度
身
体
障
害
児
・
者

の
場
合

　
障
害
程
度
区
分﹁
4
﹂﹁
5
﹂

﹁
6
﹂
の
障
害
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
受
給
者
証

・
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・

者
の
場
合

　
障
害
程
度
区
分﹁
4
﹂﹁
5
﹂

﹁
6
﹂
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
証

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

場
合

要
介
護
﹁
4
﹂﹁
5
﹂
の
介
護

保
険
認
定
被
保
険
者
証

●
申
請
手
続
き

　
申
請
は
本
庁
窓
口
・
里

楽
・
西
庁
窓
口
の
３
カ
所

で
随
時
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

  

介
護
福
祉
課
　
浦
口
　
拓
人

　
　
　  

☎
62
‐
２
３
１
３
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農地利用最適化推進委員です

　
津
野
町
で
は
６
月
１
日
に
町
長
か
ら
７
名
の
農

業
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員

会
長
か
ら
７
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

委
嘱
さ
れ
、
新
し
い
体
制
で
の
農
業
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
令
和
８
年
５

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
決
定
し
ま
し
た
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
挨
拶
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
農
業
委
員
会
事
務
局
︶

農地利用最適化推進委員 農業委員（会長）

山 﨑 　 哲 人 川 村 　 実 男
ヤ マ サ キ 　 　   テ ツ ヒ ト カ ワ ム ラ 　 　    ジ ツ オ

担当地区

東部、勝登呂、永林、宇津ヶ藪、三間川、樺ノ川、西谷、山崎、

下元槙谷、橋本新町、中町、東林、姫上

　このたび、引き続き農地利

用最適化推進委員を務めさせ

ていただくことになりまし

た。

　不安定な社会、経済情勢、厳

しい農業環境のなか、中山間

地域・津野町の農業振興、地

域活性化に取り組んでまいり

ます。

　皆さまのご指導、ご協力の

ほどよろしくお願いします。

　みなさま、こんにちは。

　農業委員３期目、そして会

長という重責を務めることに

なりました。

　まだまだわからないことも

たくさんありますが、農業委

員、農地利用最適化推進委員

と協力をしながら、津野町の

農業のために、職務遂行に努

めてまいります。

　皆さまのご指導、ご協力の

ほどよろしくお願いいたしま

す。

農地利用最適化推進委員 農業委員

明 神 　 正 戸 田 　 和 宏
ミ ョ ウ ジ ン 　 　 タ ダ シ ト 　 ダ 　 　    カ ズ ヒ ロ

担当地区

下桑ケ市、上桑ケ市、西倉川、岩土、船戸町、船戸奈路、中村、

西の川、烏出川、力石

　このたび、引き続き農地利

用最適化推進委員を務めさせ

ていただくことになりまし

た。

　過疎高齢化、後継者不足な

どで、耕作放棄地が増え続け

ています。地域の皆さまの意

見を聞きながら、農地を守り、

活かし、耕し続けて、地域農業

を守るように取り組んでまい

りたいと思います。

　皆さまのご協力をよろしく

お願いします。

　このたび、任期満了に伴い、

再び農業委員を務めさせてい

ただくことになりました。

　高齢化や後継者不足に伴

い、今ある農地を守らなけれ

ばなりません。その為にも皆

さまのご意見を聞きながら取

り組んでいきたいと思いま

す。

　微力ではございますが職務

遂行に努めてまいりますので

皆さまのご指導ご協力のほど

何卒よろしくお願いいたしま

す。

農地利用最適化推進委員 農業委員

川 渕 　 慶 博 前 野  富士男
カ ワ ブ チ 　 　 　 ノ リ ヒ ロ マ エ ノ 　 　  フ  ジ  オ

担当地区

石指、楠木山、本成、日浦、大谷、大川、仲野、中谷、駄場、

桃ノ木、竹ノ谷、二ツ家、重谷、大西、桂

　引き続いて農地利用最適化

推進委員を務めさせていただ

くことになりました。

　農業資材の高騰により遊休

地や耕作放棄地を少しでも出

さないように皆さまと共に努

力したいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。

　このたび、津野町農業委員

を務めさせていただくことに

なりました。

　農業を取り巻く状況が厳し

くなる中、中山間地域におい

ては、高齢化、後継者不足によ

り、遊休地や耕作放棄地が増

加しております。

　地域の皆さまの意見を聞き

ながら農業の活性化等に取り

組んでいきたいと思います。

　皆さまのご指導、ご協力の

ほどよろしくお願いいたしま

す。
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農地利用最適化推進委員 農業委員農業委員

大 﨑 　 登 高 橋 　 好 文
 オ オ  サ キ 　 　 ノ ボ ル タ カ ハ シ 　 　   ヨ シ フ ミ

担当地区

上井田、久保川、本村、日比原、久保、札場、王子、石神成、

正尺、貝ノ川、川ノ内、床鍋、赤木

　農業・農地の実態を踏まえ、

農業者の意向や農地の情報を

把握し、集落や地域が抱える

さまざまな農地の問題や課題

等に農業委員さんと連携し、

農地利用最適化推進委員とし

て活動をして参りますので宜

しくお願いします。

　この度、町長の任命を受け

農業委員を務めさせていただ

くことになりました。

　耕作放棄地の活用等、農業

振興に微力ではありますが、

お役に立ちたいと思います。

　よろしくお願い致します。

農地利用最適化推進委員

長 山 　 計 一 石 川 　 幸 久
ナ ガ ヤ マ 　 　   ケ イ イ チ イ シ カ ワ 　 　   ユ キ ヒ サ

担当地区

桑ノ川中、桑ノ川上、船野、梶足、舞ノ川、栗ノ木、東倉川、

藤ノ川、大野、鍵野々、東黒川、西黒川、白河瀬

　引き続き農地利用最適化推

進委員を務めさせていただく

ことになりました。

　コロナウイルス等による農

産物の価格低迷、肥料、資材の

高騰により、農業を取り巻く

環境は大変厳しくなっていま

す。

　農業委員さんと連携し津野

町の農業活性化に取り組んで

まいりたいと思います。

　皆さまのご協力をよろしく

お願いします。

　このたび、再度農業委員に

推薦していただきました。

　肥料等の値上がり、農産物

の低価格など農家をとりまく

環境は厳しい状態です。微力

ではありますが農業の活性

化、荒廃地や耕作放棄地を少

しでもなくすように、努力し

ていきたいと思っています。

　皆さまのご協力よろしくお

願いします。

私たちが 農  業  委  員

農地利用最適化推進委員 農業委員（会長職務代理）農業委員

大 地 　 勝 義 川 西 　 利 文
 オ オ チ 　 　 　  カ ツ ヨ シ カ ワ ニ シ 　 　   ト シ フ ミ

担当地区

新田、保井川団地、保井川、下野、芳生野奈路、古味口、旧宮、

谷の内、郷内、王在家、枝ヶ谷、口目ヶ市、日曽の川、津野山開拓

　このたび、農地利用最適化

推進委員を務めさせていただ

くことになりました。

　もとより浅学非才な私でご

ざいますが、勉強を重ね信頼

される農地利用最適化推進委

員となるよう努力いたします

ので、よろしくお願いいたし

ます。

　このたび、農業委員を務め

させていただくことになりま

した。

　不安定な社会情勢に伴い、

過疎高齢化等厳しい農業情勢

ですが、地域の皆さまのご意

見等聞きながら頑張っていき

たいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

農地利用最適化推進委員

明 神 　 長 生 宇都宮　 京 子
ミョウジン　　チョウセイ ウ ツ ノ ミ ヤ 　 　 キ ョ ウ コ

担当地区

北川、宮谷、木桑、大古味、高野

　このたび、農地利用最適化

推進委員を務めさせていただ

くことになりました。

　どの地区を見ても高齢化、

後継者不足により田・畑の荒

廃地が増えています。荒廃地

が少しでも無くなるように皆

さまのご意見を聞きながら頑

張りたいと思っています。ど

うぞご指導、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。

　このたび、引き続き農業委

員を務めさせていただくこと

になりました。

　高齢化、後継者不足により、

ますます農地の荒廃が進み大

変な状況にあります。

　解決できる問題ではないか

もしれませんが、地域や行政

団体と共に連携を密にして考

えなければならないと思って

いますので、皆さまのご協力

をよろしくお願いいたしま

す。
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左

は

津野町役場
　産業課

令和5年度の林業制度（支援）

　間伐を行うと、暗い森林に光が入り、災害などにも強い健全な、資産価値の高い森林に育っていきます。

　間伐された木材を積極的に利用していくことで、林業全体収入にもつながります。先代から受け継いできた大切な森林を

守り育て、次世代につなぐために次の支援制度がありますので、活用しながら間伐を進めましょう。



19 №222　2023.８

津野町役場
　産業課

の

津野町役場
　産業課

に要する

　※事業内容が変更となる場合がありますので、一度お問い合わせください。

須崎林業事務所　振興課　☎ 42-2371　須崎地区森林組合　☎ 43-0030
津野町森林組合　☎ 62-3121　
津野町役場産業課　久保　佑都、戸田　博久　☎ 55-2021　

【お問い合わせ先】

令和５年度第１回　新規就農相談会のお知らせ

　８月 23 日（水）梼原町・津野町・ＪＡ高知県・高知県

須崎農業振興センターなどで構成する『津野山地域営農

連絡協議会』主催で新規就農相談会を開催します。

　津野山地域【梼原町・津野町（旧東津野村）】で農業をは

じめたい方、また、将来お考え中の方なども、お気軽にご

相談ください。

【日時】

 令和５年８月 23 日（水）13 時 30 分～ 16 時 30 分

【会場】

 ＪＡ高知県高西営農経済センター（津野町北川 2281-4）

【内容】

 新規就農相談（時間予約制）　※対面形式

【申込期限】

 令和５年８月 18 日（金）まで

【申込・お問い合わせ先】

 産業課　池 大輔　☎ 55-2021

  『つのつねづね＃４』
体験申し込み受付中！

〜四万十源流点のまち 津野町体験マルシェ〜

■開催期間

　令和５年８月４日（金）〜９月３０日（土）

　各 プ ロ グ ラ ム の 詳 細

は、７月の全戸配布チラ

シ、もしくは津野町 HP

から「つのつねづね＃４

パンフレット」をご覧く

ださい。

　津野町の日常（つねづ

ね）にある新しい魅力を、

あなたもぜひ体験してみ

ませんか？
←体験プログラム

　詳細はこちら

津野町役場
　産業課

【お問い合わせ先】観光推進課　久保浦　彩　

　　　　　　　　　　　　　　☎55-2021
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森
林
に
関
す
る

　
　
諸
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
新
た
に
森
林
の
土
地
︵
山
林
・

保
安
林
︶
の
所
有
と
な
っ
た
方

は
、
森
林
法
第
10
条
の
７
の
２

第
１
項
に
よ
り
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。︻
森
林
の
土
地
の
所
有

者
届
出
制
度
︼

森
林
の
土
地
の
異
動
の
際
に

は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

■
届
出
対
象
者

　
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
地
域
森
林
計
画
対
象
森

林
以
外
の
森
林
や
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な

っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途

等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類

と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書︵
写

し
も
可
︶
又
は
土
地
売
買
契
約

書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と

が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で

す
。

森
林
を
伐
採
す
る
際
に
は
、
届

出
又
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

　
森
林
を
伐
採
︵
間
伐
、
皆
伐

等
︶す
る
際
に
は
、
た
と
え
自
分

の
山
で
も
法
律
に
よ
り
届
出
や

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■﹁
伐
採
等
の
届
出
﹂

　
森
林
が
﹁
山
林
﹂
の
場
合
は
、

森
林
の
所
在
地
の
市
町
村
長

に
、﹁
伐
採
等
の
届
出
﹂
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
届
出
に

は
、次
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

① 

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
に
よ
る
場
合

　
事
前
届
出
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
伐
採
す
る
日
の
30
日
か
ら

90
日
前
ま
で
に
市
町
村
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。︵
森
林
法
第

10
条
の
８
︶

・
届
出
対
象
者

　
森
林
所
有
者
︵
立
木
の
権
限

を
有
す
る
者
︶

　
伐
採
者
が
森
林
所
有
者
と
異

な
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

伐
採
者
の
連
名
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。(

立
木
を
伐
採
者
が
購

入
し
て
い
る
場
合)

・
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
森

林
の
所
在
場
所
、
伐
採
の
計
画
、

伐
採
後
の
造
林
の
計
画
等
を
記

載
し
ま
す
。
伐
採
者
が
森
林
所

有
者
と
異
な
る
場
合
に
は
、
契

約
書
等
の
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
等
が

必
要
で
す
。

② 

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
伐

採
の
場
合

　
計
画
認
定
森
林
所
有
者
等
に

よ
る
事
後
の
届
出
で
構
い
ま
せ

ん
。

　
当
該
行
為
後
の
30
日
以
内
に

市
町
村
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。︵
森
林
法
第
15
条
︶

■
﹁
許
可
申
請
﹂

　
森
林
が
﹁
保
安
林
﹂
に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
森
林
経
営

計
画
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

﹁
伐
採
届
﹂で
は
な
く
、﹁
許
可
申

請
︵
事
前
申
請
︶
に
よ
り
県
知
事

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

︵
森
林
法
第
34
条
︶

※

違
法
伐
採
対
策
に
と
も
な
い

伐
採
木
を
原
木
市
場
に
出
す
場

合
、﹁
合
法
伐
採
証
明
﹂
が
必
要

で
す
。
こ
の
﹁
合
法
伐
採
証
明
﹂

と
な
る
も
の
が
、﹁
伐
採
等
の
届

出
﹂
に
よ
る
手
続
き
で
す
。︵
保

安
林
の
場
合
は
、
許
可
申
請
に

よ
る
手
続
き
と
な
り
ま
す
︶

　
立
木
を
伐
採
し
て
市
場
で
売

る
場
合
、
木
を
切
る
際
、
必
ず
伐

採
届
あ
る
い
は
伐
採
許
可
申
請

の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
再
造
林
の
補
助
事
業

の
際
に
も
、
こ
の
手
続
き
を
行

っ
て
い
な
い
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
産
業
課
　
久
保
　
佑
都

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
博
久

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
０
２
１

※

保
安
林
に
係
る
許
可
申
請
に

つ
い
て
は
、
須
崎
林
業
事
務
所

振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
☎
42
‐
２
３
７
１
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津
野
町
ご
み
減
量
化
等
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
の
ご
報
告

　
津
野
町
で
は
、
平
成
30
年
度

に
﹁
ご
み
減
量
化
等
検
討
委
員

会
﹂を
設
立
し
、
ご
み
の
減
量
化

に
向
け
た
検
討
・
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
22
日
に

は
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
︵※

︶

政
策
に
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
を
視
察

し
、
ご
み
の
減
量
化
や
、
ご
み
を

出
さ
な
い
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
上
勝
町
は
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
政
策
の
成
果
と
し
て
、
町

内
で
出
た
ご
み
の
う
ち
81
％
分

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
こ
と

で
有
名
で
す
。﹁
ご
み
を
45
種
類

に
分
別
す
る
﹂﹁
人
口
規
模
﹂﹁
こ

れ
ま
で
町
で
一
度
も
ご
み
収
集

車
が
走
っ
た
こ
と
が
な
い
﹂
な

ど
津
野
町
と
比
べ
る
と
環
境
が

異
な
る
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
参
考
に
な
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
研
修
の
最
後
に
は
講

師
の
方
か
ら
﹁
上
勝
町
が
い
く

ら
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
100
％
に
近

づ
け
て
も
、
世
界
的
に
み
る
と

そ
の
数
字
は
０
に
等
し
い
。
ご

み
減
量
に
取
り
組
む
自
治
体
や

団
体
な
ど
仲
間
が
少
し
ず
つ
増

え
る
こ
と
が
大
事
で
す
﹂
と
熱
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
こ
と

を
参
考
に
し
な
が
ら
津
野
町
に

適
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
上
勝
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

上
勝
町
の
取
り
組
み
な
ど
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は…

　
無
駄
、
浪
費
、
ご
み
を
な
く
す

と
い
う
こ
と
。
出
て
き
た
廃
棄

物
を
ど
う
処
理
す
る
か
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
ゴ
ミ
を
生
み
出

さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
。

▶
視
察
の
よ
う
す

上勝町のここがびっくり！

︵
津
野
町
ゴ
ミ
減
量
化
等

　
　
　
　
　
　
　
検
討
委
員
会
︶

　
　
　
産
業
課
　
片
岡
　
昌
梓

古
紙
類
の

　
　
回
収
に
つ
い
て

表１

　
み
な
さ
ん
は
雑
誌
や
新
聞

紙
・
チ
ラ
シ
な
ど
の
古
紙
類
を

ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

　
表
１
は
、
令
和
４
年
度
に
町

が
回
収
し
た
古
紙
類
の
量
と
、

こ
れ
ら
を
再
資
源
化
の
た
め
に

買
い
取
っ
て
も
ら
い
町
に
入
っ

て
き
た
金
額
の
一
覧
表
︵
表
１
︶

で
す
。
こ
の
よ
う
に
町
の
指
定

場
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
古
紙
類

は
再
資
源
化
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
得
た
収
入
は
町
内
の
ご
み

処
理
費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
︵
黄
色
い
ご
み
袋

に
入
れ
て
︶
と
し
て
チ
ラ
シ
な

ど
古
紙
類
を
捨
て
て
い
る
方

は
、
分
別
し
、
町
の
指
定
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
も
古
紙
類
や
食
品

ト
レ
ー
な
ど
の
回
収
を
行
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
み

の
減
量
化
、
そ
し
て
資
源
の
有

効
活
用
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
取
り
組
み
事
例
△

役
場
で
は
、
期
限
の
切
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
古

い
カ
タ
ロ
グ
な
ど
は
分
別
し
て

町
の
指
定
場
所
に
出
し
て
い
ま

す
。

　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、

ご
家
庭
や
職
場
で
今
で
き
る
こ

と
を
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　新聞・雑誌・チラシ・本・段ボールそ

れぞれを分別し、ひもで十字に縛って町

の指定場所に出してください。これらの

物以外は絶対に持ち込まないでくださ

い。

　【指定場所】

　・役場本庁舎上の駐車場の倉庫

　・役場西庁舎駐車場西の倉庫

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
０
２
１

　上勝町では、生ごみの収集

は行わず、各家庭でコンポス

トや電動生ごみ処理機などで

堆肥化しています。

▲段ボールやコンテナを再利用し、

分別しやすいように工夫しています。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
業
振
興
・
井
上
一
浩

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
一
浩
で

す
。
４
月
に
津
野
町
に
来
て
か

ら
、
早
い
も
の
で
４
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
公
私
共
に
地
域
の

皆
さ
ま
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ

て
い
る
お
か
げ
で
、
毎
日
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
お
り

ま
す
。　
　

　
活
動
と
し
て
は
、
主
に
お
茶

農
家
さ
ん
の
元
で
、
一
番
茶
か

ら
二
番
茶
ま
で
茶
摘
み
の
技
術

を
学
び
ま
し
た
。
袋
持
ち
の
コ

ツ
や
、
二
人
用
茶
摘
採
機
の
使

い
方
、
一
人
で
摘
採
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
一
人
用
茶
摘
採
機

︵
の
る
ぞ
ー
く
ん
︶
を
用
い
て
茶

摘
み
を
行
い
ま
し
た
。
茶
工
場

で
は
生
葉
の
状
態
の
茶
葉
が
荒

茶
に
な
る
過
程
を
見
守
り
、
茶

葉
の
状
況
に
よ
っ
て
機
械
の
微

調
整
を
し
た
り
な
ど
、
緊
張
感

が
あ
り
な
が
ら
も
、
非
常
に
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
お
茶
農
家
の
皆
さ
ま

と
お
話
し
を
す
る
と
、
担
い
手

不
足
、
肥
料
の
高
騰
な
ど
で
、
非

常
に
厳
し
い
現
状
を
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
や
れ
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
お
茶
摘
み
と
並
行

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
茶
関
係

の
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

船
戸
地
区
の
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
龍
馬

脱
藩
の
道
を
歩
く
、
茶
畑
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
、
精
華
地
区
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
、
昔
な
が
ら
の

釜
ん
茶
︵
釜
炒
り
茶
︶
を
作
っ
た

り
な
ど
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　
忙
し
か
っ
た
茶
摘
み
の
時
期

が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

と
し
て
は
、
主
に
３
つ
あ
り
ま

す
。一
つ
目
は
、
自
分
で
茶
畑
を

管
理
し
、
自
分
で
育
て
た
お
茶

を
収
穫
す
る
こ
と
。
２
つ
目
は

お
茶
に
関
す
る
商
品
を
開
発

し
、
販
売
を
行
う
こ
と
。３
つ
目

は
任
期
終
了
後
の
お
茶
以
外
に

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
軸
に
し
て

い
け
る
こ
と
︵
有
害
鳥
獣
駆
除

を
検
討
中
︶
な
ど
を
見
つ
け
て

い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
茶
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
津
野
町

を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▶
荒
茶
の
仕
上
が
り
を
観
察

﹁
ク
リ
ー
ン
新
荘
川
﹂へ
の

　

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　

  

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
７
月
２
日
︵
日
︶
津
野
町
、
須

崎
市
で
構
成
す
る
﹁
ふ
る
さ
と

新
荘
川
清
流
保
全
協
議
会
﹂
の

呼
び
か
け
に
よ
り
﹁
ク
リ
ー
ン

新
荘
川
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
津
野
町
で
は
町

内
各
種
団
体
を
は
じ
め
、
各
地

区
よ
り
約
350
名
の
方
が
た
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
新
荘
川
沿
い

の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
、
河
川

公
園
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

新
荘
川
流
域
が
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
河
川
の
美

化
、
環
境
保
全
の
た
め
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　︵
産
業
課
　
合
田
　
吏
希
︶

　
津
野
町
で
は
、
県
内
の
関
係

市
町
村
が
連
携
し
て
、
圏
域
全

体
の
経
済
活
性
を
目
的
に
﹃
れ

ん
け
い
こ
う
ち
　
日
曜
市
出
店

事
業
﹄
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

出
店
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記

日
程
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
販
売
品
目
︼

 

津
野
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

及
び
農
産
物
加
工
品
、
特
産
工

芸
品
な
ど

※

現
地
調
理
お
よ
び
鮮
肉
や
鮮

魚
、
ア
ル
コ
ー
ル
類︵
ど
ぶ
ろ
く

を
除
く
︶
等
の
販
売
は
出
来
ま

せ
ん
。

︻
出
店
日
︼

 

令
和
５
年
11
月
５
日︵
日
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
・
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

お
申
し
込
み
先
︼

　
　
　
産
業
課
　
合
田
　
吏
希

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
０
２
１

高
知
市
の
日
曜
市

　
　
　
出
店
募
集

い
っ
こ
う

▲清掃活動のようす
 （姫野々・中町地区）
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学
力
向
上
対
策
室
よ
り

　
今
か
ら
３
年
前
の
２
０
２
０

年
度
か
ら
小
学
校
に
﹁
英
語
教

育
﹂が
入
り
、
小
学
３
・
４
年
生

で
は
外
国
語
活
動
、
小
学
５
・

６
年
生
で
は
英
語
が
国
語
や
算

数
と
同
じ
よ
う
に
教
科
と
な
り

ま
し
た
。
小
学
校
へ
の
導
入
の

目
的
と
し
、
急
激
な
社
会
情
勢

の
変
化
や
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
の

飛
躍
的
な
進
化
に
対
し
て
子
ど

も
達
が
積
極
的
に
向
き
あ
い
、

他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決

し
て
い
く
な
か
で
、
外
国
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
、
生
涯
に
わ
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
策
室
で
は
こ
の
よ
う
な
社

会
を
主
体
的
に
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
く
た
め
に
﹃
目
指
す
津
野
町

の
英
語
教
育
﹄︵
将
来
の
生
活
に

つ
な
が
る
英
語
教
育
︶
と
し
て

各
発
達
段
階
に
応
じ
た
内
容
を

次
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

︻
こ
ど
も
園(

３
歳
〜
５
歳)

︼

・
た
の
し
い
え
い
ご
あ
そ
び

・
音
楽
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む

　
　
　

︻
小
学
校
︼

・
あ
い
さ
つ
、
言
葉
あ
そ
び
、
音

　
楽
や
リ
ズ
ム

・
短
い
会
話
が
で
き
る
、
短
い
話

　
の
内
容
が
わ
か
る

︻
中
学
校
︼

・
英
語
教
育
に
主
体
的
に
取
り

　
組
む
生
徒

・
楽
し
ん
で
英
語
を
話
そ
う

・
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
授
業

　
津
野
町
内
に
は
３
名
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
園
や

学
校
と
連
携
し
、
こ
ど
も
園
で

は
、
朝
の
時
間
に
英
語
活
動
を

入
れ
、
遊
び
の
中
で
お
も
ち
ゃ

の
色
や
動
物
の
名
前
な
ど
を
英

語
で
言
っ
た
り
、
楽
し
く
英
語

遊
び
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

︵
教
育
委
員
会
　
仙
石
　
悦
子
︶

︻
役
に
立
た
な
い
︼　

　
牧
野
富
太
郎
博
士
が
モ
デ
ル

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ら
ん
ま

ん
﹂
を
毎
回
楽
し
く
観
て
い
ま

す
。
面
白
い
ド
ラ
マ
の
条
件
の

一
つ
は
、
脇
役
の
人
が
魅
力
的

な
こ
と
。
主
人
公
だ
け
が
活
躍

す
る
の
で
は
な
く
﹁
ら
ん
ま
ん
﹂

で
は
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
に

活
躍
の
場
面
が
描
か
れ
て
い

て
、
ま
る
で
博
士
の
残
し
た
言

葉
﹁
雑
草
と
い
う
草
は
な
い
﹂
を

人
物
で
表
現
し
て
い
る
か
の
よ

う
。
万
太
郎
は
す
べ
て
の
植
物

を
愛
す
る
よ
う
に
、
い
つ
も
周

り
の
人
を
受
け
入
れ
否
定
し
ま

せ
ん
。

　
博
士
の
よ
う
に
植
物
の
住
む

世
界
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、

そ
の
多
様
性
に
は
本
当
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。
ネ
ジ
バ
ナ
は
ど
う

し
て
ね
じ
れ
て
咲
く
の
？
と

か
、
不
思
議
な
形
、
色
、
匂
い
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
知
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
。

　
こ
の
知
ら
な
い
、
考
え
の
及

ば
な
い
こ
と
が
、
の
ち
の
ち
厄

介
な
問
題
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
役
に
立
つ
と
思
っ
て

⬅⬅

これなにいろ？

 red !

It’s  red !

にじいろ園にて

津
野
っ
子
漢
字
検
定

　
１
級
合
格
お
め
で
と
う

☆
葉
山
中
学
校

　
２
年
　
高
橋
　
大
琉
さ
ん

　
３
年
　
坂
本
　
翔
和
さ
ん

　
３
年
　
小
野
川
　
香
穂
さ
ん

　
３
年
　
川
村
　
茶
和
さ
ん

☆
東
津
野
中
学
校

　
２
年
　
戸
田
　
樹
里
さ
ん

　
３
年
　
高
橋
　
太
寿
さ
ん

だ
い
ご

じ
ゅ
り

た
い
じ
ゅ

と 

わ

さ 

わ か 

ほ

︽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
︾

〜
今
月
の
お
悩
み
〜
　

持
ち
込
ん
だ
外
来
植
物
や
生
物

が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

近
年
害
虫
を
減
ら
し
す
ぎ
て
果

樹
の
受
粉
を
す
る
虫
も
減
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
人
や
人
の
住
む
社
会

に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。役
に
立
つ
、
意
味
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
能
力

と
考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

能
力
が
高
い
人
が
重
宝
さ
れ
る

方
向
に
社
会
が
ま
す
ま
す
進
ん

で
い
て
、
な
ん
だ
か
少
し
危
な

く
な
い
で
す
か
。仮
に
、
事
故
や

病
気
に
な
っ
た
り
、
年
老
い
た

ら
役
に
立
た
な
い
、
意
味
の
な

い
人
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

博
士
は
最
初
か
ら
本
当
に
重
宝

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　津
野
町
教
育
委
員
会

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
水
足
　
浩

︻
相
談
室
︼か
わ
う
そ
図
書
館
２
階

︵
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
可
能
︶

火
・
木
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

☎ 

0
8
0
‐
8
6
3
5
‐
3
3
7
2

﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
幼
児
期
か

ら
の
英
語
活
動
を
大
切
に･･･
﹂
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

く ろ し お 病 院く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

5

11

19

12

18

10

17

24 2625

9

16

23

ちっちクラブ（東）
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：総合保健福祉センター里楽

食改・健康ウォーキング
と　き：午前９時集合
ところ：足川（郷）

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

432

幼児健診
と　き：個別にご案内します
ところ：総合保健福祉センター里楽

く ぼ か わ 病 院

30

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和５年８月１０日（木）午前９：００～
　　コ ー ス：足川（郷）

　　集合場所：農家食堂cafe イチョウノキ
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

【お問い合わせ先】津野町食生活改善推進協議会　山﨑　加代子 ☎55-2552 

く ろ し お 病 院

31

ちっちクラブ（西）
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：西庁福祉交流センター

シルバー人材センター
会員募集説明会
①場所：役場西庁舎福祉交流センター
　とき：午前10時30分〜

②場所：役場本庁舎２階ホール
　とき：午後2時〜

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

口座振替
固定資産税 ２期
国民健康保険税 ２期

納付期限
固定資産税 ２期
国民健康保険税 ２期

’
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８月

高 陵 病 院

く ろ し お 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

く ろ し お 病 院大 西 病 院 高 陵 病 院

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

農業委員会８月分申請

受付締切日と　き：午後4時30分〜午後9時
ところ：北川地区高齢者交流センター「大藤館」周辺

お洗慶様 七夕まつり

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区(東津野地域)

不燃ごみ・粗大ごみ

東地区（葉山地域）

東地区

高 陵 病 院 く ろ し お 病 院

8

く ろ し お 病 院

1

1514

2221

28 29

6

20

13

27

高 陵 病 院

7

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

55-2230（総合センターで受付）

第１９回津野町夏まつり
と　き：午後６時30分〜８時30分
ところ：東津野B＆G海洋センター

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

８月

梼 原 病 院

く ぼ か わ 病 院

ビン・缶・ペットボトル

西地区

ビン・缶・ペットボトル

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　 8月 8日、22日、24日、31日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　 8月 3日、8日、22日、24日、29日、31日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります



408
テキストボックス



408
四角形
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら
ん
ぼ
園

﹁
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
﹂

　
　
　
　
　
　

野
球
教
室

　
６
月
８
日
︵
木
︶
に
、
高
知

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
ク
ス

︵
選
手
・
コ
ー
チ
︶
の
３
名
の

方
が
来
園
し
、
年
長
児
を
対
象

に
し
た
野
球
教
室
を
開
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
選
手
の
方
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
も
ら
っ
た
お
揃
い
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
て
、
最
初
は
少
し
緊

張
し
た
様
子
を
見
せ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
ス
ト
レ

ッ
チ
の
後
に
選
手
や
コ
ー
チ
を

捕
ま
え
る
鬼
ご
っ
こ
が
始
ま
る

と
、
一
気
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
タ
ッ
チ
で
き

そ
う
で
で
き
な
い
微
妙
な
距
離

を
保
ち
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
ま
わ
り
を
走
り
﹁
も
う
少
し

で
タ
ッ
チ
で
き
た
の
に
・・・
﹂
と
、

子
ど
も
た
ち
に
悔
し
い
思
い
を

も
た
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
や
る

気
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
動
き

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
緊
張
感
を
ほ
ぐ
し

た
り
、
や
る
気
を
引
き
出
し
た

り
す
る
こ
と
が
と
て
も
上
手
で
、

最
後
に
は
疲
れ
た
素
振
り
を
見

せ
な
が
ら
走
り
、
タ
ッ
チ
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

鬼
ご
っ
こ
を
し
た
こ
と
で
、
よ

り
楽
し
さ
が
増
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
選
手
の
方
か
ら
は
、
い
く
つ

か
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
も
教
え
て

い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
は
﹃
次

は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ

う
﹄
と
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
投
げ
る
時
に
は
、
ま
ず
頭
に

ポ
ン
ポ
ン
と
ボ
ー
ル
を
当
て
て

か
ら
腕
を
前
に
出
し
て
投
げ
る

と
、
脇
が
し
っ
か
り
開
い
て
可

動
域
が
広
が
り
、
肩
か
ら
腕
を

動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
、

耳
の
横
に
も
っ
て
い
っ
て
か
ら

両
手
を
前
に
切
り
出
す
動
き
を

く
り
返
し
練
習
し
て
か
ら
バ
ッ

ト
で
打
つ
コ
ツ
も
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は﹁
ナ

イ
ス
！
﹂
と
、
選
手
の
方
に
た

く
さ
ん
褒
め
て
も
ら
え
る
こ
と

が
嬉
し
く
て
、
自
信
を
も
っ
て

バ
ッ
ト
を
振
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
運
動
が
得
意
な
子
も
、
苦
手

な
子
も
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加

し
て
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
子
ど

も
の
姿
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く

と
い
い
で
す
ね
。

第
６
回

　
ツ
ノ
チ
ャ
・
マ
ル
シ
ェ

　
津
野
町
の
お
茶
を
お
し
ゃ
れ

に
楽
し
む
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

﹁
ツ
ノ
チ
ャ
・
マ
ル
シ
ェ
﹂
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
年
は
﹁
ボ
タ
ニ
カ
ル
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
﹂と
題
し
て
、
津

野
町
の
お
茶
と
自
然
を
組
み
合

わ
せ
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
お
茶
の
時
間
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
町
内
の
お
茶
農
家
さ
ん
を
始

め
、
町
内
外
か
ら
昨
年
よ
り
多

い
62
店
舗
が
出
店
を
予
定
し
て

お
り
、
お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
や
雑
貨
販
売
の
他
、
お
茶
時

間
を
ま
っ
た
り
と
楽
し
む
た
め

の
ラ
イ
ブ
や
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
作
り
な
ど
の
植
物
に
関
連
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

︻
日
　
時
︼

　
９
月
10
日
︵
日
︶
10
時
〜
14
時

︻
会
　
場
︼

　
津
野
町
か
わ
う
そ
自
然
公
園

︻
詳
細
に
つ
い
て
︼

　
津
野
町
内
の
公
共
施
設
ほ
か

道
の
駅
な
ど
に
チ
ラ
シ
を
配
布

予
定
で
す
。
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

も
随
時
更
新
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

︻
そ
の
他
︼

※

駐
車
場
は
か
わ
う
そ
自
然
公

園
周
辺
や
役
場
本
庁
舎
周
辺
の

駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。ご
来
場
の
際
は
、
誘
導
員
の

指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
ツ
ノ
チ
ャ
・
マ
ル
シ
ェ
　
　

　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
６
１
３
５
‐
１
７
４
５▲昨年（第５回ツノチャ・マルシェ）のようす
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はじめてのおたんじょうび

　はじめまして。チャームポイ
ントはクルクルヘアです♪早く
歩きたくて毎日特訓中！みんな
仲良くしてね。

（石指）
　　古谷　　涼ちゃん

保護者　淳

すず

令和４年8月26日生まれ

令和５年８月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

み
ん
な
の
作
品
　

今
月
号
で
は
葉
山
小
学
校
・
東
津
野
中
学
校
の
児
童
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

津野町の人口
（令和５年 ６月末日現在）

総人口　5,361人(-9）
　男　　2,534人(-9）
　女　　2,827人(±0）
世帯数　2,606世帯(±0）

カッコ内は前月対比

葉山小5年　久保浦　大惺
たいせい

葉山小5年　大﨑　士朗
しろう

葉山小5年　谷脇　有咲
ありさ

葉山小5年　竹下　清葉
きよは

葉山小5年　長山　桜咲
ろうさ

葉山小5年　笹岡　すみれ 葉山小5年　小野川　悠夏
はるか

東津野中3年　玉川　将人
まさと

東津野中3年　熊岡　瑠己
る　な

東津野中3年　川田　結愛
ゆ　あ

東津野中3年　竹村　優
ゆう

東津野中3年　竹内　律人
りつと

東津野中3年　中山　瑛嵩
えいしゅう

葉山小5年　大﨑　月渚
つきな

　くいしんぼうでマイペースな
ところがママとパパにそっくり
な歌維です！バイバイの練習し
てるのでみんな歌維を見かけた
ら手振ってね♡

（姫上）
　　石元 　歌維ちゃん

保護者　ひかる

う　い

令和４年8月24日生まれ

　
　
　
編
集
後
記

　
表
紙
の
写
真
は
天
狗
高
原

の
ヒ
メ
ユ
リ
。こ
の
時
期
の

天
狗
高
原
で
は
、
ハ
ン
カ
イ

ソ
ウ
の
黄
色
い
花
や
サ
サ
ユ

リ
の
ピ
ン
ク
の
花
が
楽
し
め

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
夏
本
番
！
今
年
は
、
津
野

町
の
夏
ま
つ
り
や
地
域
で
の

お
祭
り
も
開
催
さ
れ
、
久
し

ぶ
り
に
盛
り
上
が
り
そ
う
で

す
ね
。

　
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し

熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

あ
つ
〜
い
夏
を
の
り
き
り
ま

し
ょ
う
。

（
広
報
事
務
局
）
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